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本提言について



◼ 観光戦略ビジョンについて ※郡山市観光戦略ビジョン（2019年度～2025年度）より引用

本市の最上位計画となる「郡山市まちづくり基本指針」の観光関連
分野における方針を示すものであり、本市の観光推進の方向性や実
施に係る戦略的な視点を示すとともに、観光関連事業者、観光関連
団体をはじめ、ＤＭＯとの連携により観光施策を推進するための方
針となるものです。

◼ 本提言の背景・目的 ※本事業仕様書より引用

本市の観光施策の指針である郡山市観光戦略ビジョン（平成 31年
３月策定）の計画期間が令和７年度で満了することから、本市の観
光を取り巻く環境の変化や課題等を踏まえ、現行の観光戦略ビジョ
ンをこの満了に合わせて改定する予定である。そのため、本市で
は、改定のための合理的根拠となる市内及び郡山市を含む周辺17 
市町村（須賀川市、田村市、本宮市、二本松市、大玉村、鏡石町、
天栄村、磐梯町、猪苗代町、石川町、玉川村、平田村、浅川町、古
殿町、三春町、小野町）で構成する「こおりやま広域連携中枢都市
圏」 の観光資源や観光客の動向に関するデータを収集・分析する最
適な分析ツールを導入し、そのデータを分析した上で、観光客の居
住地や嗜好性等に応じ、本市への誘客を促す効果的なマーケティン
グを検討することとしている。

本事業では、観光データを効果的に収集・分析するツールを提案す
るとともに、データの収集と分析を行い、令和７年度に予定される
観光戦略ビジョンの改定に活用できるよう整理することを目的とす
る。

◼ 本提言の対象期間

令和８年度から令和15年度までの８年間
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本提言について
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郡山市の観光における現状と課題

※データ分析レポート【最終報告】より



（１）定量的調査にて把握した主な現状と課題

◼ 宿泊

◎現状
・年間を通して安定した来訪者が存在。人泊数も微増
・宿泊施設業態は旅館よりホテルの方が施設数も人泊数も多い
・男性の1名泊が多い＝ビジネス利用が多いと想定

◎課題
・観光を目的とした誘客の強化

・ビジネス客のブレジャー需要取り込み
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※2023年4月1日～2024年3月31日 じゃらんnet取扱宿泊実績
（じゃらんエリアダッシュボード）



（１）定量的調査にて把握した主な現状と課題

◼ 観光資源

◎現状
・来訪者数が多いスポットは郡山駅周辺に偏っている
・観光エリアで来訪者が比較的多いのは磐梯熱海温泉だが、
県内居住者が圧倒的に多く、宿泊客はあまり外出しない傾向

◎課題
・駅周辺エリア以外への誘客や周遊の促進
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※2023年4月1日～2024年3月31日の合計
（おでかけウォッチャー）



（１）定量的調査にて把握した主な現状と課題

◼ イベント

◎現状
・大規模イベント開催時は通常時の数倍程度の来訪者増加
・特に飲食系イベントは滞在時間も長く、消費額増加に寄与

◎課題
・誘客効果は強いが期間が短い

・郡山の魅力を知るきっかけとして効果的な活用法を検討
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年間：2023年4月1日～2024年3月31日 イベント開催日：2024年7月26日～28日

年間：2023年4月1日～2024年3月31日 イベント開催日：2024年7月26日～28日

サマーフェスタ IN KORIYAMA ビール祭
（おでかけウォッチャー）



（１）定量的調査にて把握した主な現状と課題

◼ 周遊

◎現状
・郡山市への来訪者のほとんどが郡山駅をハブとして移動
・駅周辺エリアへの来訪が多いものの、磐梯熱海や会津方面への
移動も見られる

◎課題
・郡山駅周辺エリアだけで完結している来訪者を周辺にも誘客
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郡山市外⇔郡山市内 郡山市内⇔郡山市内

※2023年4月1日～2024年3月31日の合計 対象属性のみ集計
（おでかけウォッチャー）



（１）定量的調査にて把握した主な現状と課題

◼ インバウンド(福島県全体)

◎現状
・台湾、タイからの旅行者数が増えているが他の旅行者数は少な

い状況

・アメリカ、フランスからの旅行者数の伸び率は高い

◎課題
・主力マーケットである台湾からの旅行者数は全国31位と伸びし

ろは高い

・消費単価の高い市場の取込ができていない

10



（１）定量的調査にて把握した主な現状と課題

◼ その他（入込客数）

◎現状
・県内他市町と比較して、都市規模の割には観光入込客が少ない
・コロナ禍後の来訪者数回復基調が弱い

◎課題
・周辺他市町との比較検討で選ばれる観光コンテンツの造成やプ
ロモーション
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※福島県観光客入込状況 H30～R5年
福島県商工労働部 観光交流局 観光交流課



（２）定性的調査にて把握した主な現状と課題

◼ インターネット方式

【GAP調査】

◎現状
・地域自体の認知度は高いが、来訪経験のある人は少ない

・観光コンテンツの認知度は各カテゴリとも全体的に低い
└スポットはTOPの猪苗代湖が約20％、磐梯熱海温泉は約10％
└グルメ・お土産はTOPが郡山ブラックで約20％。平均14％
└イベント・祭・体験はすべて10％未満。

・GAP（認知度と興味度の差）が-30～-50pt程度あるコンテンツ
も多い。認知度に比べて興味度が高いので伸びしろはある

◎課題
・認知度⇔興味度のギャップが大きい＝伸びしろのあるお宝コン
テンツの魅力向上・認知向上
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（２）定性的調査にて把握した主な現状と課題

◼ インターネット方式

【旅行実態調査】

◎現状
・来訪経験者の2割以上が「他地域訪問時の立ち寄り」と回答
└目的地は会津や福島市方面が多い

・「また来訪したい」という回答は80％を超えているが、
NPSはマイナスのスコアとなっている

◎課題
・他地域訪問ついでの立ち寄りなど、きっかけがあって行ってみ
ると意外に満足度は高いものの、人に勧めるほどではない、と
いう温度感の方が多いと考えられる⇒人に勧めたくなる観光地
としての魅力の向上
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（２）定性的調査にて把握した主な現状と課題

◼ インタビュー方式

◎現状
・郡山までのアクセスの良さは高評価。「行きやすい割には行
ったことがない」というポジションも伸びしろがあると考えら
れる

・市域内の交通（二次交通）については「不便」という印象を持
たれている

・旅の目的として「グルメ」「温泉」「景観」が求められている

・「観光地」としてはほとんど認知されておらず、「観光コンテ
ンツ」についても郡山ならではの魅力が伝わっていないため、
どんな過ごし方ができるのかというイメージが湧かず、観光客
の訪問モチベーションに繋がっていない

◎課題
・一次交通の便利さをアピールしつつ、二次交通の不便さを解消
する施策の検討

・郡山市へ来訪する目的となり得る「グルメ」「温泉」「自然」
に関するコンテンツの造成・磨き上げ

・「郡山ならでは」のユニークな観光資源の発掘、コンテンツと
しての魅力強化と認知拡大
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「目指す姿」と「取り組みテーマ3＋1」



◼ 目指す姿

他にはない魅力があり、誰もが満足できる “観光地・郡山”

◼ 取り組みテーマ（1）：郡山ならではの観光コンテンツ強化
＝魅力的でユニークな観光コンテンツが豊富な状態を目指す

・グルメ、温泉、景観、お土産など郡山のユニークな観光資源の発掘

・付加価値の高い、他地域にはない観光コンテンツの造成・磨き上げ

・市内中心部以外のエリアにおける観光コンテンツの強化

・誘客のきっかけとなるイベントの開発検討

◼ 取り組みテーマ（2）：観光客の受け入れ環境整備
＝様々な観光客が訪れ、安心して観光を楽しめる環境を整える

・二次交通（交通インフラ）の整備や規制緩和など

・インバウンド対応支援（多言語・キャッシュレス・多様性）

・観光コンテンツ事業者への支援（人材採用・育成・ナレッジ）

・市民と共に「まちづくり」としての観光を推進

◼ 取り組みテーマ（3）：“観光地・郡山”としての認知向上
＝郡山は観光が充実した都市だという認識を県内外にて獲得する

・郡山の特長を意識したブランディング・マーケティング

・戦略的なプロモーション施策の検討及び実施

・周辺市町村との連携による広域での周遊促進

・MICE、団体旅行（教育旅行）の取り込み

◼ 取り組みテーマ（＋1）：持続的に取り組むためのガイドライン

・日本版持続可能な観光ガイドライン【JSTS-D】に沿って運用する
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「目指す姿」と「取り組みテーマ3＋1」

テーマ（1） テーマ（3）テーマ（2）



◼ 日本版持続可能な観光ガイドライン（ＪＳＴＳ－Ｄ）とは

「日本版持続可能な観光ガイドライン（ＪＳＴＳ－Ｄ）」は、持続可
能な観光の推進に資するべく、各地方自治体や観光地域づくり法人（
ＤＭＯ）等が多面的な現状把握の結果に基づき、持続可能な観光地マ
ネジメントを行うための観光指標である。

日本の特性を各項目に反映した上で、観光地向けの持続可能な観光の
国際基準「ＧＳＴＣ－Ｄ（Global Sustainable Tourism Criteria for 
Destinations）」に準拠した指標となっている。

◼ 観光地向けに開発された基準：ＧＳＴＣ－Ｄ

ＧＳＴＣ－Ｄには下記4つの分野と、その下に38の大分類・174の小項
目が設定されている。

・持続可能なマネジメント

・社会経済のサステナビリティ

・文化的サステナビリティ

・観光のサステナビリティ

◼ ＪＳＴＳ－Ｄの役割

持続可能な観光地マネジメントを行うための支援ツールである「日本
版持続可能な観光ガイドライン（ＪＳＴＳ－Ｄ）」は、主に次の３つ
の役割を果たすと考えられる。

（１）自己分析ツール
（観光政策の決定、観光計画の策定に資するガイドラインとして活用）

（２）コミュニケーションツール
（地域が一体となって持続可能な観光地域づくりに取り組む契機に）

（３）プロモーションツール
（観光地域としてのブランド化、国際競争力の向上）

※本ページの内容はすべて「日本版持続可能な観光ガイドライン」（観光庁・UNWTO駐日事務所）より引用

https://www.mlit.go.jp/kankocho/content/810000951.pdf
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日本版持続可能な観光ガイドライン（ＪＳＴＳ－Ｄ）
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推進体制のイメージ



◼ 事業者⇔DMO⇔行政が連携して「目指す姿」に取り組むことで、
郡山市の観光マーケットを拡大していく
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推進体制のイメージ

事業者
取り組みテーマ（1）

・観光資源の発掘
・観光コンテンツの造成
・周辺部エリアの誘客強化
・イベント検討

DMO
取り組みテーマ（3）

・ブランディング／マーケティング
・戦略的プロモーション
・周辺市町との広域連携
・MICEや教育旅行の取り込み

JSTS-Dガイドラインに則って推進
・持続可能なマネジメント

・社会経済のサステナビリティ
・文化的サステナビリティ
・観光のサステナビリティ

行政
取り組みテーマ（2）

・インフラ整備、規制緩和
・インバウンド対応支援
・観光事業者への支援
・市民と共に観光推進

郡山市の観光マーケットを拡大

【目指す姿】
他にはない魅力があり、誰もが満足できる “観光地・郡山”
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KPI案



◼ 取り組みテーマ（1）～（3）に沿ったKPIを設定

◼ コロナ禍前（2019年）、直近（2024年）を基準値とし、中間目
標＝3年目終了（2029年）、最終目標（2033年）として、トレン
ドを設計。

◼ KPIとして設定する項目は以下の通り（案）

◎取り組みテーマ（1）：郡山ならではの観光コンテンツ強化

・観光消費額

・観光客によるNPS

◎取り組みテーマ（2）：観光客の受け入れ環境整備

・入込客数（インバウンド）

・市民によるNPS

◎取り組みテーマ（3）：「観光地・郡山」としての認知向上

・入込客数（全体）

・人泊数
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KPI案



end of document
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